
 
ユニフォーム型ストラップ 
 
各大学のユニフォーム型ストラップを 
ゲートにて５００円で販売しております！ 
 
大学サッカー公式応援グッズ❤ 
 
ゲートではその他、本大会公式プログラム 
昨年度の全日本大学選手権プログラムなど 
販売しています♪ 
 

ぜひゲートにてお買い求めください！ 

JR東日本カップ 2015 第89回関東大学サッ
カーリーグ戦では２つのイベント開催中です！
ぜひお見逃しなく！！ 
 
＊Welcome イベント 
 １回のご来場につき１スタンプ（当日限り）で、来場

回数に応じてプレゼントや参加抽選権が獲得できる
『JUFA のスタンプラリー』。抽選で当たる応 
援大学のユニフォームを GET して下さい♪  
 
＊ベストヒーローイベント 
  応援している選手にメッセージが届く！！応援大学

の試合の HT 終了時までにベストヒーローのコーナーで
用紙をもらい、最も活躍している選手に投票☆ 
当選者はヒーローのサイン入りグッズを GET。 

発表は試合後のヒーローインタビュー！お楽しみに☆ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 発行：（一財）関東大学サッカー連盟  協力：加茂  郁実・関東大学サッカーサポーターズクラブ  

ＪＲ東日本カップ 2015 第 89 回 関東大学サッカーリーグ戦 

VOL.23-NO.05 Division 1 

昨季リーグ王者がまさかの最下位…  

JR東日本カップ 2015 第 89回関東大学サッカーリーグ戦 1部は 

4試合が終了し、いよいよ前期リーグの折り返し地点が見えてきた。 

 昨季リーグ王者の専大は桐蔭大との一戦。ここまで勝ちなしの両校

は譲れない戦いとなったが、ワンチャンスをものにしたのは桐蔭大。

昨季王者から勝ち点 3をもぎ取った。対する専大は 4戦連続未勝利で、

まさかの最下位に……。ここまで好調の明大は昨季インカレ王者の流

経大と対戦。前半終了間際に渡邉(2年)がゴールし、流経大が先制に成

功。このままが逃げ切るかと思われたが、明治大も 88分に途中出場の

三苫(4年)が決めて試合はドローに。法大は国士大相手に先制点を奪う

も、国士大の粘り強さに苦戦。結局、国士大が逆転に成功して連勝。 

ここまで失点数の多い神大と早大の対戦は、開始早々早大がセット

プレーからキャプテンの金澤(4 年)が得点を決めるが、そのわずか 10

OFFICIAL MATCHDAY PROGRAM 

JR東日本カップ 2015第 89回関東大学サッカーリーグ戦 1部星取表 
［１部第 4節終了時］ 

 

 

アシストランキング 

平野 篤志(駒大)      3 アシスト 

新里 涼(順大)        3 アシスト 

端山 豪（慶大）         2 アシスト       

松木 駿之介（慶大）     2 アシスト 

 

得点ランキング 
 矢島 輝一(中大)      5 点 

藤本 佳希(明大)      4 点 

以下 2点 ６名 

分後に神大が同点弾を決めて 1-1に。駒大は開始

4 分で室町(1年)が先制点をあげ、さらに 21分に

小口(2 年)が追加点を決める。中大は 1 点を返す

もそのまま試合は終了。順大と慶大の上位争い

は、2 年生コンビの活躍で順大が先制。しかし慶

大もコーナーキックからの攻撃に頭で合わせた

宮地(3 年)が同点弾を決め、勝ち点 1 ずつを分け

合った。 

 

 



4月25日（土）

11:30

三ツ沢

4月25日（土）

13:50

三ツ沢

4月25日（土）

11:30

味フィ西
明治大学 VS 中央大学

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦：早大１‐１流経大／早大０‐１流経大

神奈川大学
　前節、中大を２－１で破り２勝目を挙げた駒大。前半
４分に先制点を挙げると、21分にも２点目を奪い、前半
は試合を優位に進めた。一方で、後半は32分に１点差に
つめ寄られると、全体的に押し込まれる展開となってし
まった。その後、失点を何とか１点に抑え、２－1で勝利
を収めただけに、こういった粘り強い戦いを今後も続け
ていきたい。
　４節を終えて３分１敗の神大。今年１部に復帰し、昨
年の上位チームとの対戦が多いなかで、１敗しかしてい
ない点は評価できるだろう。前節の早大戦も、前半６分
に先制点を奪われたが、その後、同点に追いついた。前
半、セカンドボールが拾えなかったり、いい攻撃の形が
作れないなか、後半はメンバーやシステムを変更し、盛
り返したが逆転できなかったのは反省点。

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦:明大１‐１中大／明大２‐１中大

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦:なし

駒澤大学 VS

　開幕から３連勝と好調の明大。前節の流経大との対戦
は１－１のドローで、連勝は３でストップ。とはいえ、
後半１分に先制点を奪われ、その後、攻め込みながらも
ゴールが奪えない苦しい展開が続いたが、試合終了間際
の43分に相手の一瞬のスキを見逃さずにゴールに結びつ
けた底力はさすがだ。開幕戦から粘り強い戦いができて
いるだけに、これを続けながら、さらに守備の安定を図
りたい。
　３節で早大に４－１と快勝した中大だったが、前節の
駒大戦は１－２の敗戦。前半４分、21分と早い時間帯に
２点をリードされたのが最後まで響いた。後半、リズム
を取り戻し、１点差にまではつめよったが、反撃もここ
まで。攻撃面ではパスを細かくつないだものの、前線は
攻め込む回数はやや少なかったのが反省点だ。

早稲田大学 VS 流通経済大学
　３節で中大に１－４と大敗を喫してしまった早大。前
節の神大戦の立ち上がりは悪くなく、６分に先制点を
奪ったが、その後、17分に失点し、引き分けに終わっ
た。前後半通じて、チャンスはあっただけに２点目が取
れなかったことがすべて。後半のボールを保持している
けれど、崩し切れなかったという点は改善していきた
い。
　明大との上位決戦は１－１のドローに終わった流経大
だが、前期リーグに関しては、負けない戦いを身上とし
ているだけに、１勝３分の４位で最初の４節を終えたこ
とはまずまずの結果。ただ、後半43分まで１－０でリー
ドしていたことを考えると、勝ちたかったのは事実。ク
リアが中途半端になってしまっただけに、試合の終わら
せ方に関しては、もう一度、しっかりと確認したい。

宮坂瑠（駒大・DF・３年） 

 今日の試合は相手に攻められることが

多かった。そこで粘ることができず、失

点してしまったところが悪い所。次節ま

で時間があるのでしっかりチームがやら

ないといけないことを皆が理解し、徹底

してやりたい。 

鈴木翔大（神大・FW・４年） 
 今日勝って波に乗ろうという話をミー

ティングでしていた。いい流れで試合を

進められた時間もあったけど結果は1対1

でチームとしても個人としても悔しい。

そろそろ勝たないといけないという危機

感はある。目指しているサッカーは変え

ずに、自分たちがやるべきことをやれば

勝てると思うのでしっかり準備して挑み

たい。 

平澤俊輔 （早大・DF・３年） 
 決定機が多い中で決め切れなかった。

それが引き分けという試合になってし

まった理由だと思う。勝ちだけを求めて

いたので、悔しい内容というのが率直な

感想。 

 神大戦も内容から見ると良い所もあっ

たと思うので、あとは勝ちに繋げるだけ

だと思う。 

渡邉新太（流経大・MF・２年） 
 大事な試合で最低負けないということ

はチームとしてのテーマだったので、負

けることなく試合を終えられてよかった。

点を取れて嬉しい。三冠を取るために、

一戦一戦全力で勝ちに行きます。 

三苫元太（明大・FW・４年） 
 0-1で負けている状況での交代だったの

で、絶対にゴールを決めてやろうと試合に

臨んだ。４年目にしてやっと決めたリーグ

戦初ゴール。これからもこの勢いで次節か

らも得点に絡みたい。チームとしては無敗

をキープしていきたい。 

飯干雄斗（中大・MF・３年） 

 立ち上がりの入り方が悪すぎた上に、決

定力の差が表れたゲームだった。（得点に

関しては）ボールがこぼれてくるだろうと

予測した所にボールがこぼれてきたので、

流し込むだけだった。１週間で修正できる

ところをしっかりして、連敗しないように

したい。 

4月25日（土）

13:50

味フィ西

4月26日（日）

11:30

横須賀

4月26日（日）

13:50

横須賀

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

順天堂大学 VS 法政大学

専修大学 VS 慶應義塾大学

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦：専大２‐２慶大／専大３‐２慶大

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦：国士大１-０桐蔭大／国士大３-２桐蔭大

国士舘大学 VS 桐蔭横浜大学

　４連覇の偉業を達成しながらも、今シーズン、ここま
で２分２敗の勝点２、最下位と思わぬスタートとなって
しまった専大。連戦は選手を入れ替えながら臨んだが、
結果は出ず、好転はしなかった。とにかく、大きな課題
は４試合で１得点の攻撃面。ミスが多く、思うように攻
撃の形が出来ていないし、チャンスを作っても決めきれ
ない。チームとしての力強さが足りない。守備は３失点
で奮闘しているだけに、攻撃面を立て直したい。
　成長がうかがえるのが慶大。昨年は守備の比重が大き
かったが、今年は攻撃面でも効果的なプレーを見せてい
る。前節の順大戦も１－１の引き分けに終わったが、後
半は試合を優位に進め、逆転してもおかしくないゲーム
展開だった。ただ、そこでもう１点が奪えないのが今年
の課題だ。

　優勝候補の一角に上げられた順大だが、スタートはや
やつまずいてしまった。前節の慶大との上位対決は、前
半32分に先制点を奪いながらも後半13分に同点に追いつ
かれ、そのまま勝点１を分け合う形となってしまった。
特に、後半は攻守の切り替えが遅く、ゴール前まで攻め
込むことができず、逆に相手に多く攻め込まれてしまっ
た。攻守において、まだまだ課題が多い一面をのぞかせ
た試合となった。
　対する法大の前節は国士大に１－２の敗戦。前半４分
に先制点を奪う好スタートを切ったが、その後に２失
点。コンパクトになっているところを押し広げられ、守
備がついていけずに中央を割られてしまった２失点目な
どは、これまでのチームの課題ともいえる場面だっただ
けに、早急に修正したい。

　４節目にしてようやく国士大らしさが見えてきた。前
節の法大とのゲームは、前半４分に先制点を奪われたも
のの、その後２ゴールで逆転に成功。大きな展開を織り
交ぜながら、相手DFを翻弄した。ただ、チャンスはほか
にもあっただけに、そこで決めきるようにならないと、
目指す優勝は難しいだろう。
　４節目にしてようやく初勝利を挙げた桐蔭大。しか
も、しっかりとポゼッションをして、決定的なチャンス
も相手の専大よりも多く作ったという手応えも得た。守
備に関しても、攻め込まれる展開もあったが、中盤の守
備も含めて、全体的に統制のとれたディフェンスができ
ている。今後を戦ううえでのベースとなる戦いができた
といえるだろう。あえて課題を挙げるとすれば、決定力
の部分だろう。

宮地元貴（慶大・DF・３年） 
 味方がニアで上手くつぶれてくれた上、自分

の所にいいボールがきたので合わせるだけだっ

た。失点してしまった分決められてよかったが、

引き分けは満足いく結果ではない。1失点は個

人としてもチームとしても課題だ。 

 自分たちはチャレンジャーなので一戦一戦大

切にして、部員全員で勝利が掴めるように頑張

りたい。 

葛西恭平（専大・DF・２年） 
 今日初めて試合に出場したので、緊張もあっ

て体が上手く動かなかった。楽しむことができ

たが、その一方で専大のスタイルである「前に

行くこと」を意識して、もっと走らなければい

けないと感じた。また出場機会があれば、今日

以上に走って勝てるように頑張りたい。 

 

平野佑一（国士大・MF・２年） 
 今年はDFラインがとても安定している。

問題は前線だと感じていたので、ボラン

チがもっとボールを供給する必要がある

と思う。その点で今日はセカンドボール

も拾えていたし、攻撃の時に展開を広く

することもできてとても良かった。ここ

最近調子が良いので、三連勝目指してい

きたい。 

山根視来（桐蔭大・MF・４年） 
 自分たちは今まで勝てていなかったので、

絶対に勝つということを意識していた。ま

ず、一つ勝とうという風にチームで話をし

ていたので雰囲気も悪くなかった。しっか

り勝ち続けないと専大戦で勝った意味がな

くなってしまうので、しっかり勝っていき

たいと思う。 

米田隼也（順大・MF・２年） 
 前半は自分たちのサッカーができていた
が、後半に慶大が立ち直してきて、自分た
ちが押し込まれてしまった。戦うところで
戦えていなかったので、そういう部分で慶
大に勝てずに押し込まれていたのだと思う。 
 法大もDFラインが強いイメージがあるの
で、そこをどうやって崩せるかが勝てる要
素になってくると思う。そこを意識しなが
ら次も頑張りたい。 

青島拓馬（法大・MF・４年） 
 早い時間帯に点を取れて、いいリズムで

いけるかなと思ったが、前半を無失点で折

り返すことができなかった。後半の立ち上

がりも集中力が足りなかったことが敗戦の

要因だと思う。 

 1戦1戦、120％の力を出して戦うしかな

いので、しっかり力を出しきりたい。 


